
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

利用者 

                 
ボランティア情報誌 
  くみやま 第１９号 

                                    

 地域福祉活動をすすめるためにはマンパワーが必要

です。住民のみなさんのボランティア意欲が久御山町の

地域福祉を変える動力となります。 

みなさんの優しい想いの積み重ねで久御山町が変わ

ります。少しの勇気を持って一度社協に連絡してみませ

んか。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんは何をしている時が楽しいですか？ 

身体を動かしている時？誰かとお話をしている時？  

ご飯を作っている時？歌を歌っている時？ 

 

ボランティア活動はボランティアのみなさんが活動 

の時間を楽しめることです。 

ボランティアは難しいという印象かもしれませんが、 

実際は意外と単純でみなさんの気持ちで活動すること 

が可能です。 

ダンス好きな人が人前で披露することでボランティア

活動が成立するように、趣味やこれまでの経験がボラン

ティア活動に、誰かを助けることに繋がると考えるとボラ

ンティア活動も素敵で楽しいと思えてきませんか？ 

ぜひ、ボランティア活動をはじめましょう。 

 

＜デイサービスの紙芝居の様子＞ 

ボランティアの流れ 

 ボランティア 

ボランティア活動 

ニーズ 需給調整 

決定 

久御山町 
社会福祉 
協議会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                                                                                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア活動中の事故などに

より活動者がケガまたは死亡する、

逆に他人にケガをさせ損害賠償問

題を起こしてしまった時に補償する

保険です。 

ご不明な点があればお問い合わ

せください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

          

 

 

 

 

                

 

 

 

                                                                                              

 

 

 

詳 細 は

こちら 

報告 

＜資材展示の様子＞ 

＜講義の様子＞ 

 

＜グループワークの様子＞ 

本研修は従来とは違った形で開催し、グループワークは

「良い訓練になった」「次回も参加したい」などの声をいた

だきました。参加してくださったみなさまありがとうござ

いました。 

今後も研修を計画しています。災害関係の研修は何度参

加しても色々な知識を吸収できる内容ですので、次回もた

くさんの方の参加をお待ちしております。 

          

ここ数年地震が多発している中で、災害発災時の心構

えを理解することを目的に令和5年2月25日（土）に災

害ボランティアの研修会を開催しました。 

 想像以上に災害時の緊急判断は難しいもので、本研修

では参加者に災害時の対応を知ることでどう動くべきか

を考える良い機会となりました。 

今回は講師に京都府災害ボ

ランティアセンターから 

東 直美氏をお招きし、３０名

が参加して講義と図上訓練、

そして災害に備えての資材展

示を行いました。 

 

 

令和 4年度 

災害ボランティアセンター 

立ち上げ・運用研修を開催！！！ 
 


